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マリンのブログも見てね。「マリン記者」で検索。

　あさま動物病院では保健所から、哺乳の必要な
子猫を保護し、離乳まで世話をして里親を探す活
動を行っている。スタッフだけでは手が回らない
ため、家で預かって世話をする『ミルクボランテ
ィア』を募集している。必要な道具は貸し出し、
病院のスタッフが各々1人付いて対応してくれる
ので、初めてでも安心。都合の悪い日は病院で預
かることもできる。昨年は『ミルクボランティア』
を募集したところ5人が応募し、スタッフと合わ
せて20匹の面倒をみた。ボランティアとして協力
してくれた人からは、「子猫がミルクを飲んでくれ
る姿や大きくなってい
く様子を見るのは嬉し
い」との声が聞かれた。
子猫の里親も募集し、
ほぼ行先は決まるそう
だ。TEL0267-32-6454
（あさま動物病院）

小さな命を守るため
子猫の『ミルクボランティア』募集 Scenery of Karuizawa

　軽井沢在住の直木賞作家、藤田宜永さんが昨年
11月に発表した小説『大雪物語』は、前例のない
99cmの積雪があった長野県K町を舞台にした、6
編の物語を収録している。軽井沢という地名は一切
登場しないが、2014年 2月の大雪被害に見舞われ
た軽井沢町がモデルなのは明らか。留守の別荘に逃
げ込んだひったくり犯と近所に住む老女の交流、遺
体搬送業者の運転手と母の遺体に付き添う女性の関

係の変化など、大雪が降っ
たからこそ生まれた出会い
や、深まった関係などが描
かれている。災害救助法が
適用されるほどの大雪に見
舞われた3年前のあの日、
誰と何を思いどう過ごして
いたか、思い返しながら読
んでみるのもいい。

避暑地の長野県K町が舞台
大雪に遭った人々を描いた6編

作：越智雄二

　授業と並行し地元の企業などで、生徒が実際の業
務を体験する「デュアルシステム」（昨年6～12月
に計18回）を選択していた、軽井沢高校3年生17
人が1月20日、その成果を発表した。生徒の職業
観を養うため、県内高校の普通科として始めて今年
度から実施。ホテル、小売店、町運営の施設など
11カ所が受け入れた。町内の会員制ホテルで実習
した川村瑠美さんは「気付いて行動することの大切
さを学んだ」。3人の生徒を受け入れたホテル経営
者は「教育係のスタッフも教えることの大切さ、難

しさを痛感してい
た。双方にとって
良い」と講評。同
システムを受けた
17人中2人が、実
習先での就職が決
定している。

ホテルや郵便局などで実務体験
軽井沢高生が成果発表 D

「大雪物語」（講談社）1566円
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